
チヂミコンブ Saccharina cichorioides Miyabe は北海道日
本海沿岸の石狩湾付近から宗谷地方を経てオホーツク海

沿岸の網走，さらに知床半島から根室に至る沿岸に分布し，

長さが1mほどに成長する2年生の褐藻類である（神田，

1946；川嶋，1998a，1998b）。また，リシリコンブ Saccharina 
ochotensis に比べて葉体が小さく扱いやすいことから，漁
業者の減少や高齢化が進行している地域における養殖対

象種として適しているといえる。

現在，チヂミコンブは主に天然の拾いコンブに依存して

生産されており，松前漬やおぼろこんぶの加工原料として

道内に出荷されている。しかし，宗谷漁協における生産量

は1998年の81.9トンから2009年では4.4トンと大きく低下

し，問題となっている。このため，漁業現場からは，チヂ

ミコンブの安定生産に向けた養殖技術の開発が強く望ま

れている。

ところで，チヂミコンブは，褐藻類に含まれる硫酸多糖

の一種で抗血液凝固活性や抗腫瘍活性等を有する（山

田，2000）フコイダンを多く含むといわれている。しかし，

チヂミコンブの成分含量に関しては，フコイダンを含めて

これまで詳細に調べた報告はない。そこで著者らは，チヂ

ミコンブの機能性成分等の含量を明らかとし，その付加価

値向上を図るとともに，安定生産の一助とすることを目的

として，北海道北部沿岸で採取した天然及び養殖チヂミコ

ンブの成分調査を行った。その結果，フコイダンの主要構

成成分であるフコース，アルギン酸及びマンニトール等の

含量について若干の知見を得たので報告する。

試料及び方法

表1に，本調査に用いたチヂミコンブの採取場所と時期

を示した。天然チヂミコンブの試料として，2008～2010年

に稚内市宗谷（北緯45°30′04″，東経141°57′55″）の

定点で月別に採取した。また，養殖チヂミコンブの試料と

して，利尻富士町鬼脇の漁業者の養殖施設にて2009

～2010年に実施した2年養殖及び促成（1年）養殖試験で生

育したものを月別に採取した。

チヂミコンブの分析にはそれぞれ葉状部を用いた。各

試料は50℃で乾燥後，分析用粉砕器（A10，Janke & Kunkel

社）により粉末化し，さらに60メッシュ（250mm）篩に通

して，たんぱく質，脂質，灰分，アルギン酸，マンニトー
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表１ 成分調査に用いたチヂミコンブ試料



ル，粗繊維及びフコースの含量測定に供した。たんぱく質

は，ケルダール法により定量した。脂質は，ソックスレー

抽出器によりエーテル抽出を行って定量した。灰分

は，550℃で乾式灰化後の残渣量から定量した。アルギン

酸は，1％炭酸ナトリウム溶液で抽出後，カルバゾール硫

酸法の改良法であるGalambos法（瀬野ら，1972）により比

色定量した。マンニトールは，Cameronら（1948）に準じ

たLarsenの方法（1978）により定量した。粗繊維は，1.25％

硫酸及び1.25％水酸化ナトリウム溶液で煮沸処理後の不

溶性残渣量から算出した。フコースは，50mM塩化カルシ

ウム溶液で抽出後，2倍量のエタノールを添加し，生成し

た沈殿を蒸留水に溶解し，Gibbonsの方法（1967）により

定量した。なお，各成分含量とも，試料毎に105℃常圧乾

燥法で測定した水分を用いて無水物換算値で算出した。

結果及び考察

天然チヂミコンブの成分含量

表2に2008～2010年に採取した天然チヂミコンブの月別
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表２ 2008～2010年に採取した天然チヂミコンブの月別成分含量



成分含量を示した。たんぱく質含量は3.1～9.7g/100g

で，3～4月が高く，以降7月にかけて低下した。脂質含量

は0.7～3.5g/100gで，11～12月でやや高かった。灰分は13.5

～33.9g/100gで，若干の年変動はあるが，3～5月が高く，

以降9月にかけて大きく低下した。アルギン酸含量は19.7

～36.7g/100gで，若干の年変動はあるが，ほぼ年間を通し

て測定した成分中で最大であった。時期別では3～5月が

高く，以降10月にかけて低下した。マンニトール含量は

10.8～27.3g/100gで，若干の年変動がみられたが，6～9月

に最も高くなった。粗繊維含量は3.1～5.9g/100gで，3～6

月でやや高かった。フコース含量は1.9～3.4g/100gで，採

取月による変動は小さかった。

養殖チヂミコンブの成分含量

1.2年養殖チヂミコンブ

表3に2009年4～8月に採取した2年養殖チヂミコンブの

月別成分含量を示した。たんぱく質含量は5.3～13.5g/100g，

脂質含量は1.3～1.6g/100g，灰分は11.2～26.1g/100g，アルギ

ン酸含量は18.5～27.2g/100g，マンニトール含量は11.5

～22.6g/100g，粗繊維含量は2.7～4.4g/100g，フコース含量

は2.3～3.3g/100gであった。4月から8月にかけて，たんぱ

く質，灰分，アルギン酸及びマンニトール含量は低下した

が，脂質，粗繊維及びフコース含量は変動が小さかった。

また，アルギン酸含量は各月とも測定した成分中で最大で

あった。

2.促成養殖チヂミコンブ

表4に2009～2010年に採取した促成養殖チヂミコンブの

月別成分含量を示した。たんぱく質含量は5.2～16.3g/100g

で，4月から8月にかけて低下した。脂質含量は1.0～3.6g/100g

で，2009年の4～5月でやや高かったものの，その他の時期

では大きな変動はなかった。灰分は22.7～44.5g/100gで，6

月から8月にかけて大きく低下した。アルギン酸含量

は24.0～30.3g/100gで，各年とも採取月による大きな変動

はなかった。マンニトール含量は7.1～26.6g/100gで，6月

から8月にかけて著しく高くなった。粗繊維含量は4.4～

7.0g/100gで，採取月による大きな変動はなかった。フコー

ス含量は1.0～3.2g/100gで，4月から8月にかけて高くなっ

た。

これらの結果から，チヂミコンブの成分含量について，

天然及び養殖ともほとんどの時期でアルギン酸含量が最

も高く，天然で20～37g/100g，2年養殖で19～27g/100g，促

成養殖で24～30g/100gと，天然と養殖の間で大きな差はみ

られなかった。また，夏季に採取されるチヂミコンブには

天然及び養殖とも2～3g/100gのフコースが含まれており，

この値は北海道南部沿岸に分布するガゴメコンブ 

Saccharina sculperaのフコース含量（福士ら，2009）と比
べて同等かそれ以上である可能性が示唆された。

夏季に急増する成分について

2008～2009年に採取したチヂミコンブの成分調査では，

天然及び養殖ともに，春季から夏季にかけて灰分が大きく

低下したが，その低下ほど他成分の含量は上昇しなかった。

マコンブやナガコンブの時期別成分変化においては，春季

から夏季にかけて灰分が低下し，併行してマンニトール含

量が同程度上昇する傾向がある（例えば，船岡ら，1972；
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表３ 2009年に採取した2年養殖チヂミコンブの月別成
分含量

表４ 2009～2010年に採取した促成（1年）養殖チヂミコ
ンブの月別成分含量



福士，1988；飯田ら，2000）。一方，チヂミコンブではそ

のような傾向はみられず，2年養殖では灰分の低下ととも

にマンニトール含量も低下した。このことから，チヂミコ

ンブには，当初は調査の対象としなかった何らかの成分が

存在すると推察された。そこで，2010年に採取した天然及

び促成養殖チヂミコンブについて，西出らの方法（1994）に

より，褐藻類に含まれる貯蔵多糖であるラミナランの含量

を測定した。図1にその結果を，灰分及びマンニトール含

量とともに示した。チヂミコンブのラミナラン含量は天

然（3～11月）で0.2～19.8g/100g，促成養殖（4～9月）で0.04～

9.4g/100gで，いずれも灰分が低下する6月から8月にかけて

高くなった。また，2010年の天然では6月から8月にかけて

マンニトール含量も低下しており，ラミナラン含量の上昇

が顕著であった。Nishizawa（1940）は，褐藻類のアラ

メ Eisenia bicyclisについて，ラミナランとマンニトールの
季節変化を検討し，6月から8月にかけ，光合成産物である

マンニトールからのラミナランの生合成が盛んに行われ

ることを明らかにしている。したがって，夏季のチヂミコ

ンブにおいてもアラメと同様，ラミナランが生合成されて

いることが推察された。

本調査における，ラミナランを含めた8種の成分含量の

合計は，促成養殖では各月とも概ね100％に近い値であっ

たが，天然では6～11月で85～95％程度にとどまった。こ

の含量の不足分が生じた理由について，マンニトールから

ラミナランが生合成される際に生じる副産物や，ラミナラ

ンの代謝産物等による可能性が推察されたが，詳細は不明

である。

チヂミコンブは，養殖技術が確立し，安定生産が見込め

るようになることで，道北地域の新たな特産品として定着

することが期待され，さらに，その栄養的価値の立証によ

り，道北地方の地域ブランドづくりに繋がるものと思われ

る。
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図１ 2010年に採取したチヂミコンブのラミナラン含量，
灰分及びマンニトール含量変化

＊天然の7月，促成（1年）養殖の5月及び7月は試
料採取なし
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